
窓の性能10項目について
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窓の性能は、住宅性能表示のほか、社会背景や環境問題等で要求される項目及び等級があり、
JISや建築基準法等多岐にわたり定められています。
消費者に適切な商品選択をしていただくため、窓の性能の情報提供が大変重要です。
一般社団法人 日本サッシ協会は、消費者に正しく情報を伝える目的に窓の性能を10項目
（窓の基本性能である3項目／安全・安心に関係する性能の3項目／居住の快適性に関係する4項目）
に絞り定義いたしました。
ここでは10項目について分かりやすくご紹介いたします。

耐風圧性とは、窓・ドアがどれくらいの風圧に耐えられるかを表
す性能のことです。台風などの強風によって窓・ドアが変形した
り、ガラスが割れたり、また戸が脱落することがないようにする
ために非常に大切な性能です。面積1㎡当たり、どれくらいの風
圧に耐えられるかを基準とした等級で示し、風圧の単位はPaで
表します。
住宅に使用する窓は、取り付ける高さ・立地などを考慮して、十
分な性能のものを選定することが大切です。
一般的な戸建て住宅の耐風圧性は、右上表程度の性能となりま
す。ただし、これはあくまでも目安であり住宅の立地条件（山の
上など高い場所に建っているなど）により異なります。
強風や台風で窓中央が風によって押され、変形したり元に戻っ
たりする状態が見られることがありますが、風がおさまった時に
はもとの状態に戻ります。
JIS基準は均一に力が加わることを想定しているため飛来物な
どで、ある箇所に集中的に力が加わった場合は破損することも
あります。
※サッシ・ドアの耐風圧性は製品規格：JIS A 4706－2021（サッシ）・
JIS A 4702－2021（ドア）に規定され、試験規格：JIS A1515－1998により
測定されます。

強風など内外からの力に対してどの程度耐えられるかを示す性能

※窓の性能表示マーク（性能ピクト）は（一社）日本サッシ協会が窓の性能を普及促進する目的で定めた登録商標です。

●窓の基本性能である3項目 ●安全・安心に関係する性能の3項目 ●居住の快適性に関係する4項目

※SはStructureの頭文字です。

選択の目安

JIS等級 等級との対応値 （参考）風速換算値

S-1 800Pa 風速は36m／sに該当します。

S-2 1,200Pa 風速は44m／sに該当します。

S-3 1,600Pa 風速は51m／sに該当します。

S-4 2,000Pa 風速は57m／sに該当します。

S-5 2,400Pa 風速は62m／sに該当します。

S-6 2,800Pa 風速は67m／sに該当します。

S-7 3,600Pa 風速は76m／sに該当します。

階高 高さｈ 風圧力（Ｃ＝0.8） 対応するJIS等級

1F 約3ｍ 約 800Pa S-1

2F 約6ｍ 約1,200Pa S-2

3F 約9ｍ 約1,600Pa S-3
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屋内への雨水浸入をどの程度防げるかを示す性能

サッシのすき間からどの程度の空気の出入りがあるかを示す性能

※WはWaterの頭文字です。

※上表は一般的な地域における目安です。建物の立地条件、使用条件等によって異なります。

※AはAirの頭文字です。

必要等級の目安

気密性が良いと

一般的に戸建ての場合、JIS等級の目安としてW-2、W-3等級
が必要となってきます。W-3等級は、1時間あたり240mmの
降雨時に風速20m／s程度の風が吹いてもサッシからの雨水浸
入がないということになります。
気象庁からの天気概況で風速が性能表示以下であったとして
も、住宅の立地条件（近隣住宅の配列や高さ、道路の状況、立
ち木や塀の位置など）により局所的に発表数値を超え、屋内へ
の雨水浸入が考えられます。
そのため、より高い等級のものを選定したり、雨戸や窓シャッ
ターを併用すると効果的です。
水密性の等級は、過去の気象データを見ると、一般的に“風が
強いと雨が少なく”・“雨が多いと風が弱い”という傾向が見られ
るため、耐風圧性の風圧より低く設定されています。
雨水浸入の判断は窓枠を越えて屋内に雨水が入ることとされて
います。強風雨時にサッシ下枠に雨水がたまることがあります
が、これは一般的なサッシの構造上、水密性能を保持するため
であり、不具合ではありません。

風が吹くと室内外に気圧差が生じ、気密部品の接触部分からす
き間風が生じます。このすき間風を規制する性能を気密性能と
いいます。A-3等級とは、風速4ｍ/s程度の風（＝木の葉や小
枝が休みなく動く程度の強さ）が正面から窓に当たっているとき
に、窓表面1㎡あたりに1時間8㎥（＝1辺が2mの立方体）以下
の空気が出入りする性能です。サッシのすき間から出入りする
空気の量が少ない方が性能が良いということになります。
したがって、気密性が高いことにより、冷暖房における負荷を軽
減するので、省エネルギーとも密接に関連し、また、遮音性能
も向上します。
ただし、気密性＊とは逆に換気不十分による問題も生じることが
ありますので、定期的な換気や換気設備の設置などの配慮が必
要です。

※サッシ・ドアの水密性は製品規格：JIS A 4706－2021（サッシ）・
　JIS A 4702－2021（ドア）に規定され、試験規格：JIS A 1517－1996により
測定されます。

＊ 日本産業規格（JIS）では、空気の出入りを遮断しなければならない
という規定はありません。

1 冷暖房における熱負荷が少ない。

2 内・外部騒音における遮音性が良くなる。

3 外部からの塵埃、粉雪の吹込みが少ない。

省エネルギーにつながる

静けさにつながる

快適な環境につながる

※サッシ・ドアの気密性は製品規格：JIS A 4706 －2021（サッシ）・
　JIS A 4702 －2021（ドア）に規定され、試験規格：JIS A 1516－1998により
測定されます。

JIS等級 圧力差 （参考）風速換算値

W-1 100Pa 風速は 9～15m／sに該当します。

W-2 150Pa 風速は11～19m／sに該当します。

W-3 250Pa 風速は14～24m／sに該当します。

W-4 350Pa 風速は16～29m／sに該当します。

W-5 500Pa 風速は20～35m／sに該当します。

JIS等級 気密等級線 （参考）対応サッシ・ドア

A-1 A-1等級線
室内建具など

A-2 A-2等級線

A-3 A-3等級線 普通サッシ・ドア群

A-4 A-4等級線 断熱・防音サッシ・ドア群

水密性能の
JIS等級 W-1 W-2 W-3 W-4 W-5

選択の目安

市街地住宅

郊外住宅

低層ビル

中高層ビル

ある程度の水が溜まると、
水の重力で浸入水を押し
返そうとする力が働き、バラ
ンスがとれます。

排
水

バッフルプレート

水の
重力

風圧力
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住宅においては、開口部がもっとも熱の出入りが大きいと言われ
ています。快適な住まいを実現するためには、窓の断熱化が重要
となってきます。
断熱性は、JISではH-1等級からH-8等級で区分され、熱貫流率
（U値）の単位（Ｗ/（㎡・Ｋ））で表示されます。
熱貫流率（U値）とは内外の温度差が1℃の時、単位時間あたりに
窓面積1㎡をどれくらいの熱が移動するかを表す数値のことです。
熱貫流率（U値）が小さいほど断熱性能が良いということになり
ます。
住宅サッシの断熱性はサッシおよびガラスの構造、材質、開閉形
式等の組み合せにより異なり、平成28年省エネルギー基準では
これらの建具の構成による断熱性能が定められています。
窓を断熱化することで、熱を逃げにくく、室内へ入りにくくすれ
ば、冬の暖房エネルギーは少なくてすみますし、夏の冷房エネル
ギーもグンと減らせます。
また、常時強風が吹付ける地域や建物の向きによっては、窓等の
断熱性を高める内窓、雨戸、シャッター、室内カーテン、ブライン
ド等の併用も考慮してください。　

防音に配慮した戸建て住宅では、一般的にJIS等級での目安と
してT-1、T-2、T-3の性能の窓が使用されます。
例えばＴ-1等級の窓では25dBの音を遮る性能を持っており、
室外で80dBの音を実験室内では55dBまで下げることができる
という性能です。これはあくまで基準としての窓の遮音性能であ
り、実験室と実際の住宅では窓以外のすき間の有無や天井・壁・
床など空間の条件が異なりますので、カタログなどに記載してい
る窓の遮音性能値と、お住まいで実測する数値とは異なります。
住宅に使用される窓や出入り口は、騒音環境などの立地条件を
考慮して選定することになります。
・ 遮音性はガラスの厚さによって変わりますので、指定の厚さ未
満のガラスを使用すると本来の性能がでないことになります。

・ 室内の騒音レベルを低くする簡単な対策として、室内に厚地
のカーテンやじゅうたんなど、吸音効果のあるものを使用する
と効果的です。

※サッシ・ドアの断熱性は製品規格:JIS A 4706－2021（サッシ）・
JIS A 4702－2021（ドア）に規定され、試験規格：JIS A 4710－2015により
測定されます。

※サッシ・ドアの遮音性は製品規格：JIS A 4706－2021（サッシ）・
JIS A 4702－2021（ドア）に規定され、試験規格：JIS A 1416－2000により
測定されます。

屋内の熱移動をどれくらい抑えることができるかを示す性能

屋内・外への音の出入りをどの程度遮ることができるかを示す性能

※HはHeatの頭文字です。

※ TはTransmission Lossの頭文字です。

騒音レベルとサッシの遮音性

参考　「全国環境研究協議会騒音小委員会」騒音の目安（都心・近郊用）

90dB

80dB

70dB

60dB

50dB

40dB

30dB

う
る
さ
い

し
ず
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JIS等級 熱貫流率（U値）

H-1 4.7Ｗ/（㎡・K）以下

H-2 4.1Ｗ/（㎡・K）以下

H-3 3.5Ｗ/（㎡・K）以下

H-4 2.9Ｗ/（㎡・K）以下

H-5 2.3Ｗ/（㎡・K）以下

H-6 1.9Ｗ/（㎡・K）以下

H-7 1.5Ｗ/（㎡・K）以下

H-8 1.1Ｗ/（㎡・K）以下

JIS等級 遮音等級線 住宅性能表示制度等級区分

T-1 T-1等級線 等級2

T-2 T-2等級線 等級3

T-3 T-3等級線 等級3

T-4 T-4等級線 等級3

80dB

50dB

T-2
（30）

T-1
（25）

55dB

パチンコ店内

ゲームセンター店内

地下鉄の車内

バスの車内

銀行の窓口周辺

美術館の館内

戸建住宅地（夜間）

ホテルの室内

主要幹線道路周辺（昼間）

ファミリーレストランの店内

書店の店内

戸建住宅地（昼間）
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防火性は、建築物の延焼のおそれのある開口部に関して、室内
または室外の周囲で発生する火災からの延焼を防止する性能と
して、火災による火炎を加熱面以外の面に出さない遮炎する時
間で表されます。
建築基準法では、下記の①、②には“防火設備”を設置するよう
に定めています。
①“耐火建築物”または“準耐火建築物”の“延焼のおそれのあ
る部分”の外壁の開口部（建築基準法第2条第九号の二、第2
条第九号の三）
②防火地域・準防火地域に建設される建築物の“延焼のおそれ
のある部分”の外壁の開口部（建築基準法第61条）

“防火設備”は、国土交通大臣の認定で運用されています。
運用に当たっては、開閉形式別に認定番号が付与され、構造、
最大寸法、ガラス種類などが定められています。

防露性能についてのJIS等級などの基準はありません。
結露とは、サッシの表面または室内の温度が周辺の空気の露点
温度以下になると、空気中の水蒸気が水滴になることであり、
防露性とは、結露を防ぐことを意味します。
防露性が高いということは、結露しないということではなく、結
露の発生を抑えるとか結露の発生を低減するという意味です。
窓の防露対策としては、断熱サッシおよび複層ガラスを用いる
ことや、カーテンなどは開け、サッシおよびガラス表面温度を上
げ、高く保つことが重要です。また、換気扇や除湿機などを設置
し、室内の相対湿度を下げることも大切です。

建築物の火災の拡大や類焼を防止し、火災に対する安全性を表す性能

建具室内面およびガラス表面における結露発生を抑える性能

≦5m

隣地境界線
道路中心線

建物相互の中心線 ≦3m

3階

2階

1階

延焼のおそれのある部分
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日射熱量の取得効率を表す性能

高齢者や身障者などの移動・介助に対する幅員・段差・手すり設置などの配慮の度合い

従来の省エネルギー基準では暖冷房負荷の削減に主眼が置か
れ、一定の断熱性能および夏期の日射熱取得性（遮蔽）の確保
のみが求めらてきました。
建物全体の一次エネルギー消費量の削減が求められる、平成
28年省エネルギー基準ではより高い精度で建物の省エネル
ギー性能を評価するために、これまでの断熱性能および夏期の
日射熱取得性（遮蔽）に加え、冬期においても、どれだけ効率的
に日射熱量を建物内部に取り込めるかの指標である日射熱取得
性が評価されるようになりました。

バリアフリーとは、サッシ・ドアなどの性能を意味するものではな
く、有効間口幅（幅員）、段差、高さなどの寸法で示されるものです。
寸法基準は、“長寿社会対応住宅設計指針”などで示されていま
す。住宅性能表示では、右記の基準を基に、等級1～等級5まで
区分されています。
住宅サッシは、メーターモジュール（MM）シリーズにて有効開口
幅（幅員）を確保しています。バリアフリーの出入口（ドアなど）
では、車イス移動の有効幅の確保や下枠段差解消のフラット構造
を採用し、ハンドルの大型化による操作性も向上させています。
なお、電動窓シャッター、雨センサー付ルーバーや玄関セキュリ
ティシステムなどの電装商品も操作性を補助する意味では、バ
リアフリー商品の一環といえます。
現状では、使う人の年齢、性別、能力、経験などの違いに関係
なく“どこでも、だれでも、自由に、使いやすく”というユニバー
サルデザインの考えが取り入れられてきています。 段差の解消

十分なスペースの確保

手すりの設置

安全な形状

バリアフリー
住宅

※サッシ・ドアの日射熱取得性は製品規格:JIS A 4706－2021（サッシ）・
JIS A 4702－2021（ドア）に規定され、試験規格：JIS A 2103により計算
されます。

住宅性能表示
制度等級区分

有効開口幅（幅員）
対応基準

玄関 浴室

5 800mm以上 800mm以上 長寿社会対応住宅設計指針の推奨基準

4 750mm以上 650mm以上 長寿社会対応住宅設計指針の基本基準

3 750mm以上 600mm以上

2 － －

1 － － 建築基準法

住宅性能表示
制度等級区分

玄関の沓摺段差
対応基準

室外側 土間

5

20mm以下 5mm以下

長寿社会対応住宅設計指針の推奨基準

4 長寿社会対応住宅設計指針の基本基準

3

2

1 － － 建築基準法

JIS等級 日射熱取得率

N-1 1.00以下

N-2 0.50以下

N-3 0.35以下
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侵入行為に対し、侵入を防ぐことができる抵抗力の性能
官民合同会議の役割について
昨今の侵入窃盗（強盗）事件の増加は、大きな社会問題としてク
ローズアップされています。この侵入窃盗に対する手段の一部
として“防犯性能の高い建物部品”の早急な開発が大きく求めら
れることとなり、警察庁、国土交通省、経済産業省の支援のも
と、平成14年11月に行政、住宅生産者団体、防犯建物部品関
連団体などからなる、官民を横断した“防犯性能の高い建物部
品の開発・普及に関する官民合同会議”が組織化されました。
防犯建物部品商品とは抵抗時間5分以上をクリアした防犯性能
の高い開口部ゾーンの建物部品です。

防犯性に関する基準としては、『住宅性能表示制度』における評
価方法基準に定められた次の3つの対象に対し該当部位が防犯
に配慮されているかどうか（判断基準としては“防犯建物部品”
の使用有無など）を確認します。
a）住戸の出入り口　b）地面やバルコニーなどの足場部分から、
所定の水平垂直距離に位置する開口部　c）aおよびbに掲げる
もの以外のもの
住宅性能表示制度においては防犯性の等級区分はありません。

防犯建物部品CPラベル
“防犯”＝“Crime Prevention”の頭文字CとPをシンボル化しています。
官民合同会議では、建物部品の防犯性能試験を実施し、試験合格品など、適
合性が認められたものを“防犯性能の高い建物部品目録”として公表し、共
通標章ラベル（CPラベル）が現段階で貼付されています。

※警察庁、国土交通省、経済産業省、防犯建物部品関連団体（板硝子協会、
日本ウインドウ・フィルム工業会、（一社）日本サッシ協会、（社）日本シヤッ
ター・ドア協会、日本ロック工業会）。
また上記の4団体に住宅生産者団体を加えて“防犯性能の高い建物部品
の開発・普及に関する官民合同会議”が組織化されています。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket true
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails true
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 200
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.10000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 200
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.10000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <>
    /NLD <>
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
  /SyntheticBoldness 1.000000
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2800 2800]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


